
1月 16日、キリンビール株式会社熊本支社（支社長麻生芳彦）で「『一番搾り 熊本に乾杯』地元らしい楽しみ方開発ワー

クショップ」を開催しました。

1月 16日、キリンビール株式会社熊本支社（支社長麻生芳彦）で「『一番搾り 熊本に乾杯』地元らしい楽しみ方開発ワー

クショップ」を開催しました。これは、6月6日に予定されている2017年版「47都道府県の一番搾り」の発売に先立

ち、熊本を愛し、熊本に精通している食・スポーツ・農業・マスメディアの方々、8名にご参加いただき、「一番搾り 熊

本に乾杯」の熊本ならではの楽しみ方について話し合っていただいたものです。

ワークショップは、熊本県限定の「一番搾り 熊本に乾杯」発売を前に、熊本の誇りや良さを感じて元気になる“コト”を

創るのを目的に、A～Cの3つのグル－プに分かれて進められました。各グループは、ワークショップメンバー2～3

名と弊社スタッフ2名で構成されました。「熊本に乾杯」を楽しむための「食・料理」「演出・シーン」「場所」「カンパイ・

シメ」などのテーマごとに、グループ内で挙がったキーワードをポストイットに書いて貼りだし、そこから共通する要素

を絞り込んで文章化していきました。各グループで、“地元らしい楽しみ方”のコンセプトを開発しました。

その後、グループごとにコンセプトを発表しました。さらに、一つにまとめるための全体ディスカッションを行いました。

約40分間の話し合いでは、それぞれのキーワードに込めた思いや「熊本らしさとは？」について熱い議論が交わされま

した。その結果、コンセプトは「『熊本に乾杯』は、がまだしもんの国で生まれました。『熊本に乾杯』で、みんなわくわく、

あつかー、うまかー、楽しかーな体験。負けんばい熊本！！」に決定しました。
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ワークショップメンバー名簿

昨年、熊本のお客様と共に熊本ならではの味わいにつくりあ

げた「一番搾り 熊本づくり」は7月の熊本県限定発売、さら

に10月には「復興応援 キリン絆プロジェクト」の活動の一

環として、熊本地震の被災地の復興にお役に立てていただく

ことを目的に全国発売し、大変ご好評をいただきました。

2017年は「一番搾り 熊本に乾杯」で、熊本ならではの“た

のしいコト、うれしいコト”をご提案し、熊本の皆さまと一

緒に地元を盛り上げ元気にする活動を展開して参りますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

キリンビール株式会社　熊本支社長　麻生 芳彦

コメント①



こうしたワークショップでは、ありきたりの意見しか出てこ

ないのではと思っていましたが、各メンバーの発言がとても

興味深く、参考になりました。仕事柄、毎日のように飲みま

すが、何はともあれ「まずはビール」というほどビール好きで、

特に「一番搾り」は愛飲しています。今回の「一番搾り 熊本

に乾杯」は、熊本地震後に県内の方々や県出身の皆さんが、「故

郷・熊本」に改めて思いを馳せる、いいきっかけになると思

います。

株式会社アスリートクラブ熊本　代表取締役会長　永田 求 様

コメント②

日ごろ、こうしたワークショップに参加する機会がないので、

貴重な経験になりました。私自身もビールが好きで、昨年発

売された「一番搾り 熊本づくり」も味わいましたが、熊本の

濃い味付けの料理に合うなという印象で美味しくいただきま

した。今回の「一番搾り 熊本に乾杯」は、街なかで飲み会な

どの機会に味わっていただくのはもちろん、熊本ならではの

自然やイベントなど、非日常の中でも楽しんでいただきたい

ビールです。

熊本市　観光政策課　主査　竹田 靖宏 様

コメント③



単に商品（ビール）を売るだけでなく、それぞれの地元で、

こうしたワークショップを開催し、その土地ならではのビー

ルの楽しみ方を話し合うという、“ものづくり”の進め方にと

ても驚きました。また、農業に携わる者としては、原料の一

部に熊本の米が使われていることも誇らしい気持ちです。皆

さんに飲んでいただく際にも、ぜひ原料やその生産現場のこ

とにも意識を向けてもらえれば有難いです。

一般社団法人　日本お米協会　代表理事　森 賢太 様

コメント④

私たち「おもてなし武将隊」は、熊本の良さを観光客の方々

にアピールする機会は多いのですが、「熊本の人同士で熊本に

ついて語り合う」ということは、なかなかないことにござり

まする。それ故に今回のように、それぞれの方と意見を出し

合い、コンセプトを作り上げていくというのは、貴重な体験

と相成りました。「一番搾り 熊本に乾杯」は、賑やかなことが

好きな熊本の人々らしく、大人数で楽しく飲んでいただきた

いと思いまする。

熊本城おもてなし武将隊　あま姫 様

コメント⑤


